
指定管理者による管理運営の実施状況報告

１ ： 福岡県立総合プール

２ ： アクシオン福岡プロジェクトチーム

３ ： 令和４年４月１日～令和９年３月31日

４ ：

５ 管理運営についての点検結果（令和６年４月１日～令和７年３月31日）

（１） ：

（２） ： 別添のとおり点 検 結 果

指 定 管 理 者 名

施 設 名

事業報告書、現地確認・ヒアリング等をもとに、指定管理者による管理運営の実施状況の点検を
行った。

点 検 方 法

県民の体育・スポーツの普及振興を図り、併せて健康増進と福祉の向上に資するため。施 設 設 置 目 的

指 定 期 間



①管理運営状況総括表

管理運営の概要

・年間を通じて計画的に全国・九州・県内全域の各種スポーツ大会やイベント等を実施するとと
もに、県民のスポーツ活動や学校体育の充実のために施設の提供を積極的に行うことにより、ス
ポーツの普及振興を行った。

・年間を通したプールの施設提供だけでなく、冬季にはスケートリンクを設置し、県民が多くの
スポーツに触れる機会を提供し、冬季スポーツの競技力向上にも取り組んだ。

・高齢者のために更衣室や通路に椅子を設置したり、足が不自由な方のためにアクアシューズの
使用を許可するなど、高齢者や障がいのある方に優しい誠実な施設の管理運営を行った。また、
利用者からの要望を受け血圧計を設置するなど、施設管理者として対応できることには誠実に対
応した。

・耳マークを掲示、コミュニケーションボードを準備し、障がいのある方への対応に努めた。

大項目 事業計画（取り組みや改善の内容等）

①公共性（公益性）の
確保

○県の方針に沿った各種施策を展開する。

○本県体育・スポーツ振興の中核施設としての施設の設置目的を踏
まえた管理運営を行う。

○国、県、関係団体と連携した事業展開を行う。

○公共性を担保し、利用者の利便性を高める運営を行う。

○高齢者や障がい者に優しい、安全安心な施設の管理運営を行う。

②施設利用及びサービ
ス向上

○サービスの充実・改善を図り、利用者の参加機会を拡充する。

○新規利用者の獲得に向けた戦略的、具体的な広報計画を策定し、
広報・ＰＲ活動を行う。

○隣接施設と駐車場利用の連携を図り、大規模大会等に備える。

○利用者の立場に応じ、常に工夫、改善を行う。

○安全なスポーツ活動等を適切に指導できる体制を整備するととも
に、災害や事故発生時に俊敏に対応できる体制を整備する。

・令和６年度利用者数86,073人
（対前年度比177.5％、令和５年度利用者数48,501人）
（対令和元年度比60.8％、令和元年度利用者数141,569人）

・隣接施設である県立スポーツ科学情報センターと連携してアクシオンフェアを開催し、公式記
録のタイム計測会（25ｍプールタイムアタック）やオリンピックメダリストによるスイムクリ
ニック等を実施した。また、飛込競技、アーティスティックスイミング、水球の体験教室を実施
し、スポーツの普及促進を図った。

・着衣水泳安全講習会（ういてまて）を実施し、水難事故に備え、自分の命は自分で守る方法に
ついて講習及び実践を行った。

・スケート施設の特色を生かし、スケート感謝祭を開催することで、カーリングやフィギアス
ケート等の冬季スポーツに親しむ機会を県民に提供することができた。また、アクシオンフェア
ではスマートリンクでのスケート体験を実施することで、冬季以外でもスケートを楽しむ機会を
利用者に提供するとともに、スケートの利用促進を図った。

・県スポーツ協会、競技団体、学校、行政機関等と連携し、第70回西日本ショートトラックス
ピードスケート選手権大会、全九州フィギュアスケート競技会等の大規模大会を開催し、施設の
利用促進を図った。

・館内でのポスターの掲示に加え、Instagramを活用した広報活動を積極的に行うことで、新た
な利用者層の拡充や施設の認知度の向上を図った。

・マナー研修等の職員研修を行い、公共の体育・スポーツ施設の職員として利用者に対して適切
な対応ができるよう資質向上を図った。

・AEDを用いた心肺蘇生法等救急法や水難訓練に関する講習を職員に受講させ、安全に対する資
質向上を図った。また、年間２回の避難・誘導訓練を実施し、災害や事故等発生時の適切な体制
整備に努めた。

・定期的な施設設備の安全点検や法定点検の確実な実施により、不備箇所の改善等を行うことで
適切な安全管理に努めている。

・損害保険に加入することにより、不測の事態に対応できる体制をとった。



管理運営の概要大項目 事業計画（取り組みや改善の内容等）

・利用料金収入：目標額37,000千円 実績額19,629千円（対前年度比36.7％、令和５年度53,413
千円）（対令和元年度比86.1％、同元年度22,790千円）
 
・事業収入：目標額19,500千円 実績額16,660千円（対前年度比154.1％、令和５年度10,809千
円）（対令和元年度比106.1％、同元年度15,707千円）

・指定管理料：154,381千円（対前年度比113.7％、令和５年度135,823千円）

・効率的な管理運営により節電を行っているが、猛暑や原油価格高騰等の影響もあり、電気使用
料は前年と比べ増加した。一方、水道使用料は節減することができた。
　（電気使用料　対前年度比111.7％、対令和元年度比163.2％）
　（水道使用料　対前年度比77.9％、対令和元年度比87.0％)

・事前に大会主催者等と打ち合わせを行い、必要に応じて職員のシフトを組み直すなど、柔軟な
職員配置を行った。

・幼児・児童水泳教室開催時や利用者が特に多い時期にはスタッフを増員し、プールの監視体制
の強化を図った。

・個人情報保護マニュアルを定め、適切な情報管理に努めた。

・「国・県のスポーツ施策反映と本県競技力向上」、「県民スポーツの活性化に向けた生涯ス
ポーツ振興」、「子どもたちの体力向上と健全育成」、「県民の生活安全支援としての水難救助
訓練実施」の４つの観点をもとに特別優先予約枠を設け、これまでの調整ノウハウをいかし、利
用の調整を行った。

【総合コメント】
Ａ＋ （提案内容を上回った）

Ａ （提案内容をやや上回った）

○ Ｂ （概ね提案内容どおり）

Ｃ （提案内容をやや下回った）

Ｄ （提案内容を下回った）

②点検結果

・昨年度は世界水泳選手権福岡大会の開催のため、一般利用を停止したことに伴い、利用者数は減少し、利用料金収入は大幅に増加したが、今年度
は世界大会等の開催がなかったため、利用者数は昨年度と比べ増加したものの、利用料金収入は減少した。また、利用者数、利用料金収入共に、コ
ロナ禍前までの回復にはいたっていない。

・隣接施設（県立スポーツ科学情報センター）と一体管理である利点を活かし、両施設を有効に活用したイベントを実施するなど、施設の利用促進
を図っている。また、様々な競技の体験教室を実施することで、利用者にスポーツを楽しむ機会を提供するとともに、スポーツの振興に寄与してい
る。

・利用者の利便性を高める環境の改善に努め、利用者ニーズに対応した施設提供･運営を行っている。

・施設内に意見箱を設置し、利用者のニーズに応じた管理運営を目指して、常にサービス向上に努めている。

○体育・スポーツの振興と利用者のニーズに応える観点から、必要
なスタッフの雇用配置を行う。

○個人情報保護法、福岡県個人情報保護条例に照らし、適切に情報
管理を行う。

○県のスポーツ施策や競技団体等のニーズを十分に理解した上で、
適切かつ効果的な利用の調整を行う。

④職員確保方策及び
　健全な財政基盤

⑤施設管理上の個別事
項

③経営（収支）改善

○県民のニーズに応える各種スポーツ教室の開催や九州、全国規模
の大会を積極的に受け入れることにより、利用料金収入の増加を図
る。

○利用者への良質なサービス提供を維持しながら、節電、節水等、
光熱水費の削減に努める。

○大会等行事に応じて、柔軟な職員配置を計画する。


